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地域づくり活動 NPO事業助成（連携重視）事業 実績報告 
 

団体名 特定非営利活動法人 ウィズアス 代表者名 理事長 鞍本 長利 

事業名 淡路島ユニバーサルツーリズム基盤整備事業 

 

事業実施実績 

年 月 日 活 動 内 容 

2014年 7月 31 日（連携先）ソーシャルデザインセンター淡路と事業の進め方や講師人

選等について打ち合わせ 

2014年 8月 11 日 淡路島観光協会・会長と面談(ホテルニューアワジにて)。ユニバー

サルツーリズム（以下ＵＴと省略）の意義について説明、協力依頼 

   洲本市にＵＴの意義と協力依頼 

21日 淡路島ユニバーサルツーリズムフォーラム会場確保 

   淡路県民局にＵＴの意義と協力依頼 

   淡路島観光協会事務局長にあいさつと協力依頼 

26日 淡路市にＵＴの意義と協力依頼 

   淡路島観光協会岩谷案内所あいさつ訪問 

（月を通して） 

 11月開催の淡路島ＵＴフォーラム開催に向けて、講師折衝と日程調整 

2014年 10月 23 日 淡路県民局及び淡路島 3 市の社会福祉協議会関係者にＵＴの意義と

協力依頼（淡路県民局にて） 

（月を通して） 

11月 10日の淡路島ＵＴフォーラムの周知・広報 

2014年 11月 7日 淡路島ＵＴフォーラム開催委員会開催 

10 日 淡路島ＵＴフォーラム「ユニバーサルツーリズムとまちづくり － 

みんなでおいでよ！淡路島」（洲本市文化体育館）開催 

   参加者：66名 

（月を通して） 

 モニター実施に向けて、参加事業所の構成 

2014年 12月 25日 第 1回淡路島ＵＴワークショップ開催（洲本市文化体育館） 

   宿泊、移送、観光施設、ヘルパー派遣、福祉用具レンタルの各事業

所が参加。モニター実施に向けワークショップを行う。 

2015年 2月 17日～18日 淡路島ＵＴモニターツアー実施 

 ●モニター2組 4名：車いす及び介助者・視覚障がい者及び介助者（ご夫

婦） 

 ●参加事業者：ホテルニューアワジ・鳴門タクシー・国営明石海峡公園

・ＮＰＯ法人灘水仙の里（ヘルパー派遣・お風呂介護）・有限会社い

きいき（福祉用具貸与事業所） 

 ●モニター実施コース 

（17日） 

岩屋 ⇒ 国営明石海峡公園・淡路夢舞台 ⇒ のじまスコーラ ⇒ パ

ルシェ香りの館 ⇒ たこせんべいの里 ⇒ ホテルニューアワジ花季

（宿泊） 
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（18日） 

ホテルニューアワジ花季 ⇒ 大鳴門橋記念館 ⇒ 洲本市文化体育館

（終了会議）  

2015年 3月 19日 淡路島ＵＴモニター実施報告会 

 会場：洲本市文化体育館１Ａ 

 参加者：27名 
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効果と成果 

●着地（観光地）の地域資源を活かしたユニバーサルツーリズムのしくみが淡路島で形

成されました。 

●着地（観光地）のヘルパーなどを必要時に派遣することで、高齢者や障がい者が安価

で、ストレスなく全国を旅行できるしくみが兵庫県で、神戸に続き淡路島でも形成

されました。 

●高齢化社会の中で、高齢者や障がい者がストレスなく旅行できるしくみづくりは、地

域の観光の振興にも役立ち、経済効果が期待されます。 

●また、高齢者や障がい者の観光者にやさしいまちは、住んでいる人にとってもやさし

いまちづくりにつながることが見えてきました。 

●兵庫県下に広がり、兵庫県が全国でもユニバーサルツーリズムの先進県となる布石を

打つことができました。 

 
 
収支決算書 
 
 （収入）

金額（円）

500,000

6,652

506,652

（支出）

区分 項　　　目 金額（円） 左のうち助成対象金額（円）

人件費 130,500 130,500

謝金 75,000 75,000

交通費 146,819 146,819

印刷費・郵送費 46,369 46,369

会場費・モニター宿泊費 91,500 91,500

小　　計 490,188 490,188

16,464 9,812

506,652 500,000合　　計

項　　　　　目

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金

合　　計

間接経費（一般管理費）

直

接

経

費


